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 研 修 員 は こ れ ま で 、 柿 本 ⼈ ⿇ 呂 を 中 ⼼ と し た 万 葉 集 研

究 を ⾏ っ て き た 。 柿 本 ⼈ ⿇ 呂 は 、 万 葉 集 の 第 ⼆ 期 に 活 躍

し た 万 葉 歌 ⼈ で あ る 。 ⼈ ⿇ 呂 は 、 万 葉 以 前 の 古 事 記 ⽇ 本

書 紀 に 現 れ る 記 紀 歌 謡 と も 深 く つ な が り 、 ま た 万 葉 後 期

の 歌 ⼈ た ち に 強 く 影 響 を 与 え た 歌 ⼈ で も あ る 。 ⼤ 妻 ⼥ ⼦

⼤ 学 に 着 任 し た 2 0 1 1 年 に は 、 そ れ ま で の 研 究 成 果 を

『 柿 本 ⼈ ⿇ 呂 ― こ と ば と こ こ ろ の 探 求 ― 』（ 笠 間 書 院 ）

と し て 上 梓 す る こ と が で き た 。  



そ の 後 、 柿 本 ⼈ ⿇ 呂 作 品 を 理 解 す る た め に は 周 辺 領 域

を 深 く 理 解 す る こ と が 必 要 で あ る と 考 え 、 柿 本 ⼈ ⿇ 呂 ⾃

⾝ の 作 品 の み な ら ず 、 柿 本 ⼈ ⿇ 呂 歌 集 や 彼 以 前 の 初 期 万

葉 、 ⼈ ⿇ 呂 が 深 く 関 わ っ た と さ れ る 巻 ⼗ 三 や 記 紀 歌 謡 、

当 時 の 時 代 状 況 が 把 握 で き る 巻 ⼗ 六 の 作 品 、 ま た 万 葉 研

究 者 で あ る 武 ⽥ 祐 吉 な ど に 関 し て 論 ⽂ を 発 表 し て き た 。  

近 年 は 、 万 葉 集 巻 ⼗ 六 の 注 釈 書 を 刊 ⾏ す る た め に 、 万

葉 集 研 究 者 と 共 同 で 注 釈 作 業 を ⾏ っ て い る 。 こ う し た 研

究 過 程 に お い て 、「 上 代 」 と い う 時 代 へ の 理 解 を 深 め 、

柿 本 ⼈ ⿇ 呂 を 中 ⼼ と し た 万 葉 集 の 作 品 を 研 究 し て い く こ

と が 次 の 課 題 と な っ て き た 。 ⼈ ⿇ 呂 が な ぜ 独 創 的 な 作 品

を ⽣ み 出 す こ と が で き た の か と い う 問 い を 解 決 す る た め

に は 、 万 葉 集 を 内 部 か ら の み ⾒ る の で は な く 、 他 の 上 代

⽂ 学 作 品 な ど の 研 究 の 基 礎 を 学 び 、 万 葉 集 を 相 対 化 す る

視 点 が 必 要 と な っ た 。  

さ ら に 、 2 0 2 0 年 度 に は 本 学 所 蔵 の 「 嫁 ⼊ 本 万 葉 集 」

を テ ー マ と し た 戦 略 的 個 ⼈ 研 究 費 を 獲 得 し た 。 江 ⼾ 期 に

成 ⽴ し た こ の 「 嫁 ⼊ 本 万 葉 集 」 は 、 平 仮 名 本 ⽂ ・ 漢 字 別

提 訓 と い う 万 葉 集 の 写 本 に お い て ⾮ 常 に 希 少 な 形 式 で 書

か れ て い る 。 こ の 「 嫁 ⼊ 本 万 葉 集 」 は 、 万 葉 集 の 写 本 ・



本 ⽂ 研 究 や 万 葉 集 の 受 容 の 研 究 に も 重 要 な 視 点 を も た ら

す も の で あ り 、 さ ら に 研 究 を 進 め て 、 万 葉 集 受 容 と い う

⼤ き な 課 題 に も 取 り 組 ん で い く 必 要 が あ る 。  

研 修 先 で あ る 國 學 院 ⼤ 學 は 、 万 葉 集 と 同 時 代 の 歴 史 ・

⽂ 学 を 反 映 し て い る 古 事 記 の 、 学 際 的 ・ 国 際 的 研 究 拠 点

で あ る 古 事 記 学 セ ン タ ー を も ち 、 古 典 籍 を 多 く 所 蔵 す る

図 書 館 や 博 物 館 が あ る 。 最 先 端 の 古 事 記 研 究 、 ま た 写 本

研 究 を 学 ぶ こ と に よ っ て 、 上 代 ⽂ 学 に お け る 万 葉 集 研 究

の 新 た な 視 座 の 獲 得 を ⽬ 指 し た 。  

 

【 研 修 内 容 ・ 成 果 】  

① 國 學 院 ⼤ 學 ⼤ 学 院 の ⾕ ⼝ 雅 博 指 導 教 授 の 「 上 代 ⽂ 学 演

習 Ⅰ ・ Ⅱ 」（ ⾦ 曜 4 限 、 前 期 ・ 後 期  全 3 0 回  参 加 者

1 3 名 ） の 全 回 に 参 加 し た 。  

 「 上 代 ⽂ 学 演 習 Ⅰ ・ Ⅱ 」 で は 、 古 事 記 の 演 習 発 表 が ⾏

わ れ た 。 演 習 の 対 象 場 ⾯ は 、 古 事 記 上 巻 の 「 ⼤ 年
お ほ と し の

神
か み

の 系

譜 」「 天
あ め の

菩
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⽐
ひ の
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と 天
あ め

若
わ か

⽇
ひ

⼦
こ

」 で あ る 。 演 習 で は 、 古 事 記

の 善 本 と さ れ る 真 福 寺 本 （ 応 安 4 ・ 5 年 〈 1 3 7 1 ・ 1 3 7 2 〉

に 僧 ・ 賢 瑜 に よ っ て 書 写 ） を 底 本 と し 、 他 の 写 本 ・ 版 本

に よ っ て 本 ⽂ 校 訂 を ⾏ い 訓 読 ⽂ を 作 成 し 、 江 ⼾ 期 の 『 古



事 記 伝 』（ 本 居 宣 ⻑ 著 、 1 7 9 0 〜 1 8 2 2 年 刊 ⾏ ） 以 降 の 古 事

記 や ⽇ 本 書 紀 に 関 す る 注 釈 書 を ⽤ い て 、 注 釈 作 業 を ⾏ っ

た 。 こ の 演 習 の 成 果 は 、「 古 事 記 学 」 研 究 会 編 と し て 、

「『 古 事 記 』 注 釈 （ 三 ⼗ 五 ） ⼤ 年 神 の 系 譜 、（ 三 ⼗ 六 ） 葦

原 中 国 平 定 （ ⼀ ）」（『 國 學 院 ⼤ 學 研 究 開 発 推 進 機 構 紀

要 』 1 5 号 、 2 0 2 3 年 3 ⽉ 、 1 4 3 〜 3 1 5 ⾴ ） に 【 校 訂 本

⽂ 】【 校 異 】【 訓 読 ⽂ 】【 現 代 語 訳 】【 語 釈 】【 補 注 】 が 公

開 さ れ て い る 。 な お 、『 古 事 記 』 注 釈 の 作 成 に あ た っ て

は 、 授 業 と は 別 に 、 國 學 院 ⼤ 學 研 究 開 発 推 進 セ ン タ ー

「 國 學 院 ⼤ 學 「 古 典 ⽂ 化 学 」 の 創 出 研 究 事 業 」 の 「 古 事

記 学 」 事 業 と し て 、 研 究 会 と 研 究 フ ォ ー ラ ム が オ ン ラ イ

ン で 開 催 さ れ 、 そ ち ら に も 参 加 し た 。（ 研 究 会 ： 7 ⽉ 2 9

（ ⾦ ）、 9 ⽉ 3 0 ⽇ （ ⾦ ）、 1 1 ⽉ 2 5 ⽇ （ ⾦ ） い ず れ も

1 8 ： 0 0 〜 1 9 ： 3 0 、 研 究 フ ォ ー ラ ム ： 題 ⽬ 「 な ぜ ⾼ 千 穂

か ら 始 ま る の か ― 天 孫 降 臨 神 話 の 舞 台 裏 」 講 師 ： 飯 泉 健

司 （ 埼 ⽟ ⼤ 学 教 育 学 部 教 授 ）、 1 ⽉ 2 7 ⽇ （ ⾦ ） 1 7 : 0 0 〜

1 8 : 3 0 ）  

本 ⽂ 校 訂 で は 、 ⼀ ⽂ 字 ⼀ ⽂ 字 を す べ て 、 真 福 寺 本 全 体

の ⽂ 字 と 照 ら し 合 わ せ 、 古 字 書 で あ る 『 篆 隷 万 象 名 義 』

『 新 撰 字 鏡 』『 類 聚 名 義 抄 』 や ⽊ 簡 資 料 の ⽂ 字 の 使 ⽤ 状



況 も 含 め 、 異 体 字 や 誤 写 な ど の 判 断 を ⾏ う 。 訓 読 ⽂ は 、

古 字 書 や ⽊ 簡 資 料 の 他 に 、 ⽇ 本 書 紀 の 写 本 や 仏 典 資 料 な

ど の 平 安 期 の 訓 点 資 料 を ⽤ い 、 作 成 を ⾏ う 。 本 ⽂ ・ 訓 読

⽂ の 校 訂 作 業 に よ っ て 、 古 字 書 や ⽊ 簡 資 料 の 活 ⽤ 、 写 本

の 調 査 ⽅ 法 な ど の 、 資 料 操 作 に 関 す る ⼒ を 習 得 す る こ と

が で き た 。  

ま た 、 注 釈 の 作 成 で は 、 古 事 記 と 同 時 代 の ⽇ 本 書 紀 や

⾵ ⼟ 記 と い っ た 、 上 代 ⽂ 献 の ⽇ 本 神 話 の 全 体 を 捉 え 直 す

こ と へ と つ な が っ た 。 各 作 品 に 登 場 す る 神 名 や ⽤ 語 を 同

⼀ の も の と 捉 え る べ き か 否 か 、 な ど 残 さ れ た 課 題 は 多

い 。 さ ら に 、「 ⾔ 趣 」「 ⾔ 向 」（ こ と む け ― 古 事 記 に お い

て 平 定 を ⾏ う 際 に ⽤ い ら れ る ⽤ 語 ・ 理 念 ） の 語 の 分 析 か

ら 、 古 事 記 は 地 上 を 「 対 話 が 成 り ⽴ つ 」 世 界 と し て 描 い

て い る こ と が 明 ら か に な っ た （「『 古 事 記 』 注 釈 （ 三 ⼗

六 ） 葦 原 中 国 平 定 」（ ⼀ ）【 補 注 五 】「 ⾔ 趣 」「 ⾔ 向 」 担

当 ： ⾕ ⼝ 雅 博 『 國 學 院 ⼤ 學 研 究 開 発 推 進 機 構 紀 要 』 1 5

号 、 2 0 2 3 年 3 ⽉ ）。 ま た 「「 復 奏 」（ か へ り ご と ― 天 照 ⼤

御 神 に 対 す る 報 告 ） が 、「 君 ⾂ 関 係 を 明 ⽰ し 、 そ の あ る

べ き 姿 を 語 る 役 割 を 有 し た 」 語 で あ る こ と が 明 確 と な っ

た （「『 古 事 記 』 注 釈 （ 三 ⼗ 六 ） 葦 原 中 国 平 定 」（ ⼀ ）【 補



注 六 】『 古 事 記 』 の 「 復 奏 」（ 覆 奏 ） 担 当 ： ⼩ 野 諒 ⺒ 『 國

學 院 ⼤ 學 研 究 開 発 推 進 機 構 紀 要 』 1 5 号 、 2 0 2 3 年 3

⽉ ）。  

古 事 記 の ⽤ 語 の 分 析 は 、 そ の 語 の 意 味 の 定 義 だ け で は

な く 、 古 事 記 全 体 の 世 界 観 を 明 ら か に す る こ と へ と つ な

が る 古 事 記 研 究 に と っ て ⾮ 常 に 重 要 な も の で あ る 。 こ の

注 釈 事 業 は 、 古 事 記 全 巻 を 予 定 し て お り 、 今 後 も 『 國 學

院 ⼤ 學 研 究 開 発 推 進 機 構 紀 要 』 に 掲 載 さ れ 、 國 學 院 ⼤ 學

「 古 典 ⽂ 化 学 」 事 業 の 中 で 公 開 さ れ る ⾒ 込 み で あ る 。

（ h t t p : / / k o j i k i . k o k u g a k u i n . a c . j p / r e s e a r c h / ）  

 

② ⾕ ⼝ 雅 博 指 導 教 授 の 「 論 ⽂ 指 導 演 習 」（ ⾦ 曜 5 限 、 前

期 ・ 後 期  全 3 0 回  参 加 者 1 4 名 ） の 全 回 に 参 加 し

た 。  

 「 論 ⽂ 指 導 演 習 」 で は 、 参 加 者 の 研 究 テ ー マ に 関 す る

発 表 が ⾏ わ れ た 。 研 修 者 は 、 2 回 発 表 を ⾏ っ た 。  

第 1 回 ： 1 0 ⽉ 2 1 ⽇ の 発 表 で は 、 万 葉 集 の 「 ⾵ 」 に つ

い て 考 察 を ⾏ っ た 。 万 葉 集 に お い て 「 ⾵ 」 は ⼀ 九 〇 ⾸ を

超 え る 例 が あ り 、 多 様 な 表 現 性 を 有 し て い る 。 万 葉 集 の

「 ⾵ 」 に 関 す る 代 表 的 な 先 ⾏ 研 究 と し て は 、 川 村 孝 次 郎



「 万 葉 集 の ⾵ 」（「 美 夫 君 志 」 ⼆ ⼋ 、 ⼀ 九 ⼋ 四 年 三 ⽉ ）、

⼾ ⾕ ⾼ 明 「 万 葉 の 景 物  ⾵ 」（「 早 稲 ⽥ ⼤ 学 教 育 学 部 学 術

研 究  ⼈ ⽂ 科 学 ・ 社 会 科 学 篇 」 ⼀ 五 （ ⼀ 九 六 ⼋ 年 三

⽉ ）、 後 に 『 万 葉 景 物 論 』（ 新 典 社 、 ⼆ 〇 〇 〇 年 ⼗ ⼆ ⽉ ）

所 収 ） が あ り 、 時 代 ご と ・ 作 者 ご と の 傾 向 や 「 秋 ⾵ 」 と

い う 語 の 定 着 に つ い て 論 じ ら れ て き た 。  

研 修 者 は 、「 ⾵ 」 の 表 現 性 の 展 開 に つ い て 論 じ た 。 万

葉 集 に お い て 「 ⾵ 」 は 、「 神 ⾵ 」 の よ う に 神 が 操 り 、 ⼈

の ⼒ を 超 え る も の と 捉 え ら れ て い る 。「 ⾵ の ⾳ 」「 ⾵ の

声 」 も 詠 ま れ 、 ⽬ に は み え な い が 、 ⽿ で 聞 き 、 触 れ る こ

と の で き る 景 物 と し て 認 識 さ れ て い た 。「 ⾵ 」 は 、「 波 」

「 袖 」「 花 」 な ど の 他 の 景 物 に 作 ⽤ し 、 動 き の あ る 情 景

を 描 き だ す 。 ま た 、 冷 た く 、 微 か に 触 れ る こ と は で き て

も す ぐ に 居 な く な っ て し ま う 「 ⾵ 」 は 、 旅 の 歌 に お い

て 、 待 ち ⼈ の こ な い も ど か し さ 、 独 り 寝 の 空 虚 さ を 呼 び

起 こ す 景 物 で も あ る 。 こ う し た 相 ⼿ の 不 在 を 知 ら し め る

「 ⾵ 」 は 、 額 ⽥ 王 と 鏡 王 ⼥ の 歌 （ 巻 四 ・ 四 ⼋ ⼋ 、 四 ⼋ 九

番 歌 ） に お い て 、 思 い ⼈ の 来 訪 を 告 げ る も の と し て 詠 ま

れ 、 柿 本 ⼈ ⿇ 呂 歌 集 歌 に お い て は 、 他 者 に 認 識 で き な い

⼆ ⼈ だ け の 逢 瀬 が 「 ⾵ 」 と し て 象 徴 さ れ （ ⼆ 六 四 五 番



歌 ）、 独 り 寝 の ま ま 迎 え た 朝 に 「 我 」 と 「 妹 」 と の

「 ⾵ 」 に よ る 逢 瀬 を 願 う も の で も あ っ た （ ⼆ ⼋ 五 ⼋ 番

歌 ） こ と を 明 ら か に し た 。 質 疑 応 答 で は 、「 寄
き

物
ぶ つ

陳
ち ん

思
し

」

（ 物 に 寄 せ て 思 い を 陳 べ る と い う 万 葉 歌 の 表 現 形 式 ） に

お け る 「 ⾵ 」 の 特 異 性 が 明 確 と な っ た 。 後 に 、 ⼈ ⿇ 呂 歌

集 「 寄 物 陳 思 」 歌 で あ る ⼆ ⼋ 五 ⼋ 番 歌 を 中 ⼼ と し て 、 國

學 院 ⼤ 學 国 ⽂ 学 会 に て 発 表 を ⾏ っ た （【 研 修 内 容 ・ 成

果 】 ③ で 詳 述 ）。  

第 2 回 ： ⼆ 回 ⽬ の 発 表 は 「「 橘 」 に 寄 せ る 恋 ― ⼈ ⿇ 呂

歌 集 ⼆ 四 ⼋ 九 番 歌 の 解 釈 ― 」 と い う 題 ⽬ で 、 １ ⽉ 1 3 ⽇

に ⾏ っ た 。  

万 葉 集 巻 ⼗ ⼀ 「 寄 物 陳 思 」 に は 、 以 下 の 柿 本 ⼈ ⿇ 呂 歌

集 略 体 歌 が 収 載 さ れ て い る 。  

橘
たちばなの

 本
も と に

我 ⽴  下 枝
し づ え

取
と り

 成
な ら む

哉
や

君
き み と

 問
と ひ し

⼦
こ

等
ら は も

   

（ ⼆ 四 ⼋ 九 番 歌 ）  

⼆ 四 ⼋ 九 番 歌 の 第 ⼆ 句 「 我 ⽴ 」 に は 、 複 数 の 訓 読 「 ワ

レ タ チ 」「 ワ ヲ タ テ 」「 ワ ガ タ チ 」 な ど が 提 唱 さ れ て い

る 。 ま た 「 我 」 を 単 数 と み る か 複 数 と み る か 、「 我 」 を

詠 み ⼿ と す る か 「 ⼦ 」 と す る か な ど 解 釈 も 異 な る が 、 ⼈

⿇ 呂 歌 集 の ⽂ 字 使 ⽤ の 状 況 か ら は 、「 我 」 は 「 我 」 と



「 ⼦ 」 の 複 数 と 理 解 す る の が 妥 当 で あ る 。 す な わ ち 、 橘

の ⽊ の 本 に ⼆ ⼈ で 並 び ⽴ ち 、 下 枝 を ⼿ に 取 り 「 成 ら む

や 、 君 」 と 問 い か け た 「 ⼦ 」 を 追 憶 す る 歌 で あ る 。  

⼆ 四 ⼋ 九 番 歌 で 詠 ま れ る 「 橘 」 は 、「 餌
え

⾹
か の

市
い ち

邊
の へ

の 橘 の

本 の ⼟ 」（ 雄 略 紀 ⼗ 三 年 三 ⽉ ） と も あ り 、 交 通 の 要 所 ・

⼈ の 交 流 の 場 で あ る 「 市 」 に 街 路 樹 と し て 植 え ら れ て い

た と 考 え ら れ る 。 こ う し た 「 橘 」 の ⽊ 陰 は 、 逢 瀬 の 思 い

出 を 彩 る 景 物 と な る 。 ⼆ 四 ⼋ 九 番 歌 に お い て 、「 橘 」 の

「 下 枝 」 が 今 後 「 成 ら む や 」（ 実 る だ ろ う か ） と 問 う の

は 、 ⼆ ⼈ の 恋 の ⾏ ⽅ を 尋 ね る こ と を 意 味 し 、 逢 瀬 の 場 で

あ る 「 橘 の 本 」 で 恋 の 成 就 に 不 安 を 覚 え る 「 ⼦ 」 の 姿 を

描 き 出 す の で あ る 。  

⼆ 四 ⼋ 九 番 歌 は 、 ⼆ 四 ⼋ 四 番 歌 か ら 続 く 「 ⽊ に 寄 せ

る 」 歌 の 最 後 の 六 ⾸ ⽬ に あ た る 。 六 ⾸ は 連 作 で は な い

が 、 ⼈ ⿇ 呂 歌 集 の 「 寄 物 陳 思 」 と し て ⼀ つ の ま と ま り を

も つ 。「 待 つ 」 こ と を 約 束 し ⼆ ⼈ で 植 え た 「 松 」（ ⼆ 四 ⼋

四 番 歌 ）、 別 れ の 姿 を 隠 す 「 松 」（ ⼆ 四 ⼋ 五 番 歌 ）、 根 を

深 く 張 る 「 松 」 と 強 い 恋 情 （ ⼆ 四 ⼋ 六 番 歌 ）、「 ⼩ 松 が

末
う れ

」 の よ う な ど う し よ う も な い 思 い （ ⼆ 四 ⼋ 七 番 歌 ）、

「 ね む の ⽊ 」 の よ う な 「 ね も こ ろ に 」 思 い 始 め た 熱 情 、



「 橘 」 の ⽊ の 本 で の 恋 の 記 憶 （ ⼆ 四 ⼋ 九 番 歌 ） と い う 、

「 ⽊ 」 の 性 質 に 合 わ せ て さ ま ざ ま な 恋 の 想 い を 詠 ん だ

「 寄 物 陳 思 」 の 六 ⾸ と 位 置 づ け た 。 質 疑 応 答 に お い て 、

六 ⾸ の 「 寄 物 陳 思 」 と し て の 特 質 が 論 点 と な っ た 。 ⼈ ⿇

呂 歌 集 に お い て は 、 景 物 の 細 か な 特 質 を 精 確 に 捉 え る こ

と で 、 細 や か な 恋 の ⼼ 情 を 詠 む こ と が 可 能 と な っ て い る

こ と を 明 確 化 し 、 質 疑 応 答 で の 論 点 を 踏 ま え 、 以 下 の 論

⽂ を 執 筆 し 公 開 し た 。「「 橘 」 に 寄 せ る 恋 ― ⼈ ⿇ 呂 歌 集 ⼆

四 ⼋ 九 番 歌 の 解 釈 ― 」（『 ⼤ 妻 国 ⽂ 』 5 4 号 、 1 〜 2 1 ⾴ 、

2 0 2 3 年 3 ⽉ ）  

 

③ 令 和 四 年 度  國 學 院 ⼤ 學 国 ⽂ 学 会 秋 季 ⼤ 会 に お け る 発

表  

⽇ 時 ： 1 1 ⽉ 2 0 ⽇ （ ⽇ ） 1 3 ： 0 0 〜 1 6 ： 3 0  

会 場 ： 國 學 院 ⼤ 學 1 2 0 周 年 記 念 2 号 館 2 1 0 1 教 室  ハ イ

ブ リ ッ ド 開 催  

題 ⽬ ：「「 寝 ね ぬ 朝 に 吹 く ⾵ 」 の 訪 れ ― ⼈ ⿇ 呂 歌 集 ⼆ ⼋ 五

⼋ 番 歌 の 特 質 ― 」  

【 研 修 内 容 ・ 成 果 】 ② Ⅱ で の 、 万 葉 集 に お け る 「 ⾵ 」

の 表 現 性 に つ い て の ⼝ 頭 発 表 を 端 緒 と し て 、 ⼈ ⿇ 呂 歌 集



「 寄 物 陳 思 」 の 以 下 の 歌 を 取 り 上 げ て 論 じ た 。  

妹
い も に

戀
こ ひ

 不
い

寐
ね ぬ

朝
あしたに

 吹
ふ く

⾵
か ぜ は

 妹 触 者  吾 与 経  

（ ⑫ ⼆ ⼋ 五 ⼋ 番 歌 ）  

⼆ ⼋ 五 ⼋ 番 歌 は 「 妹 に 恋 ひ 寝 ね ぬ 朝 に 吹 く ⾵ 」 と い

う 、 い と し い ⼥ 性 に 恋 い 焦 れ 眠 れ な い ま ま 迎 え た 朝 に 吹

く ⾵ が 詠 ま れ る 。 妹 に 触 れ た ⾵ が 、 詠 み ⼿ で あ る 我 に 触

れ て ほ し い 、 つ ま り 、 独 り 寝 の ま ま 夜 を 明 か し た 我 の も

と へ の ⾵ の 訪 れ を 願 う 「 ⾵ に 寄 せ る 」 歌 で あ る 。 ⼆ ⼋ 五

⼋ 番 歌 は 、 ⼈ ⿇ 呂 歌 集 に 特 有 の 助 字 が 書 か れ な い 、 い わ

ゆ る 略 体 歌 で あ り 、 ⼆ 重 傍 線 部 の 第 五 句 に は 本 ⽂ に 異 同

も あ る た め 、 第 四 句 以 降 に は 複 数 の 訓 読 が 提 唱 さ れ て い

る 。 第 五 句 は 、 ⼈ ⿇ 呂 歌 集 の ⽂ 字 使 ⽤ ・ 訓 み 添 え の 法 則

か ら 「 吾 と 触 れ な む 」 の 訓 み が 適 切 で あ り 、 い と し い ⼈

を 恋 し く 思 い 寝 ず に 迎 え た 朝 に ⾵ の 訪 れ を 願 う 、 ⾵ に 寄

せ て 恋 の 思 い を 陳 べ る 歌 と 解 釈 で き る 。  

⼆ ⼋ 五 ⼋ 番 歌 は 「 ⾵ 」 を ⾃ 分 の ⼒ の 及 ば な い も の と し

て 、 せ め て 触 れ て 欲 し い と 願 う 歌 で あ り 、 男 性 が 「 妹 」

の も と へ 訪 れ る 妻 問 を 基 盤 と し た 万 葉 集 の 相 聞 歌 に お い

て 、 異 質 と も ⾔ え る 。〈 間 接 的 な 逢 瀬 〉 の 願 い を 「 ⾵ 」

に 託 す と い う 発 想 は 、 万 葉 集 の 「 寄 物 陳 思 」 の 表 現 形 式



を 考 え る 上 で ⾮ 常 に 重 要 な 視 点 と な る 。「 ⾵ 」 は ⾒ え な

い も の で あ り 、 万 葉 集 に お い て は 、 他 の 景 物 と の 取 り 合

わ せ や 、 他 の 対 象 を 動 か す 可 視 化 さ れ た 「 ⾵ 」 が 詠 ま れ

る 。 だ が 、「 寄 物 陳 思 」 で は 、「 ⾵ 」 は 、 強 く 吹 く 様 ⼦ が

恋 の 障 害 と し て 詠 ま れ 、 ⾃ 分 に 吹 く あ る い は 吹 か な い

「 ⾵ 」 は 、 相 ⼿ か ら の 思 い の 表 象 と し て 詠 ま れ 、 可 視 化

さ れ て い な い 。 た だ 「 吾 」 に 触 れ 、「 吾 」 が 感 じ る

「 ⾵ 」 が 詠 ま れ る 。「 吾 」 で あ る ⾃ 分 ⾃ ⾝ の 思 い を 陳 べ

る 「 ⾵ 」、 ⾃ 分 だ け が 感 じ る 「 ⾵ 」 が 詠 ま れ る の で あ

る 。  

⼆ ⼋ 五 ⼋ 番 歌 に お い て は 、「 吹 く ⾵ 」 に よ っ て 「 吾 」

に 独 り 寝 の 物 思 い を 気 づ か せ 、 同 時 に 、「 吾 」 と 同 じ で

い る 「 妹 」 の 姿 を 浮 か び 上 が ら せ る 。「 ⾵ 」 が 、 独 り 寝

の ま ま 「 朝 」 を 迎 え た と い う 状 況 と 、 物 思 い に 沈 む

「 吾 」 の 姿 と か つ 同 じ 思 い を 抱 え て い る で あ ろ う 「 妹 」

の 姿 を 叙 述 す る の で あ る 。 こ う し た 、 他 者 の 認 識 に よ ら

な い 可 視 化 さ れ な い 「 ⾵ 」 は 、 景 物 に 寄 せ て 思 い を 陳 べ

る と い う 「 寄 物 陳 思 」 の 表 現 形 式 に よ っ て 獲 得 さ れ た 表

現 で あ る こ と を 論 じ た 。  

質 疑 応 答 に お い て 、「 正 述
せ い じ ゅ つ

⼼ 緒
し ん し ょ

」（ 直 接 的 に 思 い を 述 べ



る と い う 万 葉 歌 の 表 現 形 式 ） と ⽐ 較 し た 際 の 「 寄 物 陳

思 」 の 歌 と し て の 特 質 が 議 論 と な っ た 。  

景 物 を 介 し て 〈 お も い 〉 を 陳 べ る 「 寄 物 陳 思 」 と 直 接

的 に ⼼ を 詠 む 「 正 述 ⼼ 緒 」 は 、 万 葉 集 に お け る 表 現 形 式

上 の 分 類 で あ る 。 し か し な が ら 「 寄 物 陳 思 」 と 「 正 述 ⼼

緒 」 は 、 内 容 上 も 表 現 形 式 と し て も 類 似 性 を も つ 歌 も あ

り 、 そ の 区 別 は 必 ず し も 明 確 で は な い 。「 ⾵ 」 と い う 景

物 の 分 析 は 、 万 葉 集 に お け る 「 寄 物 陳 思 」 と 「 正 述 ⼼

緒 」 の 表 現 形 式 を 捉 え 直 す た め に 重 要 な 視 点 と な る も の

と 評 価 さ れ た 。  

質 疑 応 答 を 踏 ま え 、「 寄 物 陳 思 」 と 「 正 述 ⼼ 緒 」 に お

い て 詠 ま れ る 景 物 を 検 証 す る と 、 今 回 取 り 上 げ た 「 ⾵ 」

と 「 神 」 と は 、「 寄 物 陳 思 」 だ け に 詠 ま れ る こ と が 確 認

で き た 。「 ⾵ 」 と 「 神 」 と は 、 ⽬ に ⾒ え ず 、 ⾃ ⼰ に し か

認 識 し 得 な い 景 物 で あ る と い う 共 通 性 を 有 す る 。 ⾃ ⼰ 認

識 に よ る 景 物 に よ っ て ⼼ を 描 く の が 「 寄 物 陳 思 」 の 特 質

と し て 位 置 づ け ら れ る こ と を 考 察 し 論 ⽂ と し て 発 表 し

た 。『 上 代 ⽂ 学 研 究 論 集 』 第 7 号 、 １ 〜 １ ５ ⾴ 、 2 0 2 3 年

３ ⽉ ）  

 



④ 書 評 ： 和 ⽥ 明 美 著 『 古 代 ⽇ 本 語 と 万 葉 集 の 表 象 』（（ 汲

古 書 院  2 0 2 2 年 3 ⽉ 1 0 ⽇  三 六 四 ⾴ ）  執 筆  

古 代 ⽇ 本 語 の 研 究 者 で あ る 和 ⽥ 明 美 に よ る 「 万 葉 集 の

歌 の 表 象 を 考 究 」 し た 『 古 代 ⽇ 本 語 と 万 葉 集 の 表 象 』 の

書 評 を 執 筆 し た 。「 古 代 ⽇ 本 の 歴 史 や 社 会 制 度 を 視 野 に

⼊ れ つ つ 、 古 代 ⽇ 本 語 の 表 現 が 内 包 す る 思 考 や 認 識 、 ⾔

語 表 現 が 具 象 化 し シ ン ボ ラ イ ズ す る 「 表 象 」 の 把 握 を ⽬

指 し た 」（ あ と が き ） 和 ⽥ は 、 古 代 ⽇ 本 語 の 構 ⽂ や ⽂ 法

を 精 緻 に 分 析 し 、 そ の 表 現 が 「 や ま と 歌 」 の こ と ば と し

て 、 ど の よ う に 「 古 代 的 思 考 や 歴 史 に 裏 打 ち 」 さ れ て い

る か を 論 じ て お り 、 ⼤ き く 分 け て 第 ⼀ 章 ・ 第 ⼆ 章 の 地 域

に 根 ざ し た 研 究 、 第 三 章 の ⽇ 本 語 学 的 考 察 を ⾏ っ て い

る 。 第 ⼀ 章 ・ ⼆ 章 は 、 地 域 性 を 活 か し た 越 境 の 視 点 か ら

の 論 、 第 三 章 は 、 和 ⽥ の こ れ ま で の ⽇ 本 語 学 的 研 究 ⽅ 法

を 基 盤 と す る 論 で あ る 。 近 年 「 数 量 的 デ ー タ 分 析 」 な ど

に よ る ⽂ 法 ・ 語 法 研 究 が 盛 ん に ⾏ わ れ 成 果 を 上 げ て い

る 。 だ が 、 古 代 ⽇ 本 語 と り わ け 歌 を 、「 精 確 に 読 み 」「 思

惟 や 感 情 を 読 み 解 く 」（ 序 ） に は 、 歌 表 現 を ⽀ え る 当 時

の 社 会 背 景 ・ 意 識 ・ ⽂ 化 を 視 野 に ⼊ れ 考 察 す る こ と が 重

要 で あ る 。 和 ⽥ の 論 は 、 研 究 ⼿ 法 の 〈 ク ロ ス ボ ー ダ ー 〉



の 意 義 を も 再 認 識 さ せ る も の で あ る と 論 じ 、 以 下 に 掲 載

し た 。『 ⽇ 本 ⽂ 学 』 第 ７ ２ 巻 １ 号 、 6 8 ・ 6 9 ⾴ 、 2 0 2 3 年 1

⽉ ）  

 

⑤ 「 ⼤ 妻 ⼥ ⼦ ⼤ 学 図 書 館 蔵 『 嫁 ⼊ 本 万 葉 集 』 ― 翻 刻 ： 巻

⼆ ・ 三 ― 」（『 ⼤ 妻 ⼥ ⼦ ⼤ 学 紀 要 ― ⽂ 系 ― 』 第 5 5 号 、 1

〜 4 7 ⾴ 、 2 0 2 3 年 3 ⽉ ） 執 筆  

 ⼤ 妻 ⼥ ⼦ ⼤ 学 図 書 館 蔵 『 嫁 ⼊ 本 万 葉 集 』（ 以 下 、 ⼤ 妻

本 ） の 巻 ⼆ ・ 三 の 翻 刻 を 公 開 し た 。 ⼤ 妻 本 は 、 平 仮 名 本

⽂ に 漢 字 を 傍 書 す る 形 式 で 書 か れ て い る 。 江 ⼾ 期 に ⾼ 貴

な ⼥ 性 の 嫁 ⼊ 道 具 と し て 流 通 し た 万 葉 集 の 「 嫁 ⼊ 本 」

は 、 そ の 多 く が 漢 字 本 ⽂ に ⽚ 仮 名 傍 訓 あ る い は 平 仮 名 傍

訓 の 形 式 で 書 か れ て い る 。 ま た 、「 嫁 ⼊ 本 」 以 外 の 万 葉

集 の 写 本 に お い て も ⼤ 妻 本 の よ う な 平 仮 名 本 ⽂ ・ 漢 字 傍

書 の 形 式 は 、 ⾮ 常 に 希 少 で あ る 。 ⼤ 妻 本 の 詳 し い 書 誌 情

報 は す で に 「 ⼤ 妻 ⼥ ⼦ ⼤ 学 図 書 館 蔵 「 嫁 ⼊ 本 万 葉 集 」 の

書 誌 学 的 考 察 」（「 ⼈ 間 ⽣ 活 ⽂ 化 研 究 」（ I n t e r n a t i o n a l  

J o u r n a l  o f  H u m a n  C u l t u r e  S t u d i e s ） N o . 3 1 、 2 0 2 1 年 ）

で 論 じ た 。 ま た 巻 ⼀ の 翻 刻 は 『 ⼤ 妻 ⼥ ⼦ ⼤ 学 紀 要 ― ⽂ 系

― 』 第 5 4 号 、 1 〜 1 5 ⾴ 、 2 0 2 2 年 3 ⽉ ） に 掲 載 済 み で あ



る 。 ⼤ 妻 本 ⼆ ⼗ 巻 の う ち 、 巻 三 ま で の 翻 刻 を 終 え た 。 こ

れ ま で の 調 査 に よ っ て 、 ⼤ 妻 本 の 底 本 が 江 ⼾ 期 の 注 釈 書

で あ っ た 可 能 性 が ⾼ ま っ て き た 。 今 後 も 、 翻 刻 を 進 め 、

底 本 を 特 定 し 、 近 世 期 に お け る 万 葉 集 の 受 容 の あ り よ う

を 明 ら か に し て い き た い 。  

 

⑥ 2 0 2 0 年 度 上 代 ⽂ 学 会 ⼤ 会 へ の 参 加  

⽇ 時 ： 5 ⽉ 2 1 ⽇ （ ⼟ ）、 2 2 ⽇ （ ⽇ ）  

会 場 ： 2 1 ⽇ ― 信 州 ⼤ 学 教 育 学 部 （ ⻑ 野 （ 教 育 ） キ ャ ン

パ ス ） に て 参 加 、 2 2 ⽇ ― Z o o m に て 参 加  

 2 1 ⽇ は 、 新 潟 経 営 ⼤ 学 准 教 授 で あ る ⻄ 澤 ⼀ 光 ⽒ に よ

る 「 契 沖 『 万 葉 代 匠 記 』 の 解 釈 学 を め ぐ っ て 」 と 信 州 ⼤

学 名 誉 教 授 で あ る 渡 辺 秀 夫 ⽒ に よ る 「 和 漢 ⽐ 較 研 究 の ⼩

径 ( さ さ や か な あ ゆ み ) 」 の 講 演 が あ っ た 。 ⻄ 澤 ⽒ の 講 演

は 、 近 世 期 に お い て 万 葉 集 研 究 が ど の よ う に 捉 え ら れ 展

開 し て い っ た の か と い う 、 万 葉 集 の 受 容 に 関 す る も の で

あ っ た 。 渡 辺 ⽒ の 講 演 は 、 万 葉 集 だ け で な く 、 平 安 初 期

に 誕 ⽣ し た ⽵ 取 物 語 ま で 視 野 を 広 げ 、 漢 ⽂ 学 が ⽇ 本 ⽂ 学

に 与 え た 影 響 と 受 容 と を 論 じ る も の で あ っ た 。 両 者 の 講

演 と も に 、 研 修 者 の 、 万 葉 集 が ど の よ う に 受 容 さ れ 、 万



葉 集 は 他 の ⽂ 学 を ど の よ う に 受 容 し た の か 、 と い う 問 題

意 識 と つ な が る も の で あ っ た 。  

 

⑦ 伊 勢 神 宮 外 宮 の ⾒ 学 調 査  

⽇ 時 ： 2 ⽉ 1 0 ⽇ （ ⾦ ）  

場 所 ： 伊 勢 神 宮 外 宮 （ 三 重 県 伊 勢 市 豊 川 町 2 7 9 ） と そ の

周 辺  

 伊 勢 神 宮 外 宮 （ 豊 受 ⼤ 神 宮 ） は 、 内 宮 の 天 照 ⼤ 御 神 の

お ⾷ 事 を 司 る 御 饌 都 神 で あ る 豊 受
と よ う け

⼤ 神 を 祀 る 。 豊 受 ⼤ 神

は 、 ⾐ ⾷ 住 、 産 業 の 守 り 神 と も さ れ 、 古 代 に お け る 伊 勢

信 仰 の あ り よ う に つ い て 調 査 を ⾏ っ た 。 神 宮 徴 古 館 農 業

館 で は 、 伊 勢 神 宮 の 建 築 様 式 や 古 代 に ⾏ わ れ て い た 農 耕

に つ い て 学 ん だ 。 伊 勢 神 宮 内 宮 の 別 宮 で あ る 倭 姫 宮 を 踏

査 し た 。 倭 姫 命 は 天 照 ⼤ 神 を 祀 る 宮 と し て 伊 勢 神 宮 を 創

建 し 、 祭 祀 や 神 職 の 制 度 を 定 め た と さ れ る 、 初 代 「 斎

宮 」 と も 称 さ れ る ⼈ 物 で あ る 。 倭 姫 を 祀 る 宮 で 、 当 時 の

都 で あ る 明 ⽇ ⾹ と の 位 置 関 係 や 「 斎 宮 」 の 始 原 に つ い て

踏 査 を ⾏ っ た 。 伊 勢 神 宮 外 宮 と そ の 周 辺 施 設 ・ 地 域 を 踏

査 す る こ と で 、 伊 勢 信 仰 ・ 天 照 ⼤ 御 神 信 仰 に つ い て 理 解

が 深 ま っ た 。 天 照 ⼤ 御 神 を 祀 る 伊 勢 神 宮 内 宮 で も 今 後 調



査 を ⾏ う 予 定 で あ る 。  

 

⑧ 万 葉 集 関 連 地 域 の ⾒ 学 調 査  

⽇ 時 ： 2 ⽉ 2 4 ⽇ （ ⾦ ）  

場 所 ： 室 ⽣ 寺 （ 奈 良 県 宇 陀 市 室 ⽣ 7 8 ）  

 室 ⽣ 寺 の ⾦ 堂 ・ 本 殿 ・ 奥 の 院 ・ 宝 物 殿 の ⾒ 学 調 査 を ⾏

っ た 。 天 武 天 皇 の 勅 命 に よ っ て 建 ⽴ さ れ た と ⾔ わ れ る 室

⽣ 寺 を 踏 査 し 、 古 代 の ⽔ 神 信 仰 の あ り よ う や 、 中 世 期 以

降 の 密 教 、 江 ⼾ 期 の ⼥ ⼈ ⾼ 野 に つ い て 理 解 を 深 め た 。 室

⽣ 寺 は 交 通 の 便 が 悪 い た め 、 こ れ ま で ⾏ く 機 会 が な か っ

た が 、 時 間 的 余 裕 の ⽣ ま れ る 研 修 期 間 で あ っ た た め 踏 査

を ⾏ う こ と が で き た 。  

 

【 研 修 期 間 中 の 研 究 業 績 】  

学 会 で の 口 頭 発 表  

1 ：「「 寝 ね ぬ 朝 に 吹 く ⾵ 」 の 訪 れ ― ⼈ ⿇ 呂 歌 集 ⼆ ⼋ 五 ⼋

番 歌 の 特 質 ― 」 令 和 四 年 度  國 學 院 ⼤ 學 国 ⽂ 学 会 秋 季 ⼤

会  

⽇ 時 ： 1 1 ⽉ 2 0 ⽇ （ ⽇ ） 1 3 ： 0 0 〜 1 6 ： 3 0  

会 場 ： 國 學 院 ⼤ 學 1 2 0 周 年 記 念 2 号 館 2 1 0 1 教 室  ハ イ



ブ リ ッ ド 開 催  

 

研 究 論 文  単 著  

1 「 ⼤ 妻 ⼥ ⼦ ⼤ 学 図 書 館 蔵 『 嫁 ⼊ 本 万 葉 集 』 ― 翻 刻 ： 巻

⼆ ・ 三 ― 」 （ 『 ⼤ 妻 ⼥ ⼦ ⼤ 学 紀 要 ― ⽂ 系 ― 』 第 5 5 号 、

1 〜 4 7 ⾴ 、 2 0 2 3 年 3 ⽉ ）  

2 「「 橘 」 に 寄 せ る 恋 ― ⼈ ⿇ 呂 歌 集 ⼆ 四 ⼋ 九 番 歌 の 解 釈

― 」（『 ⼤ 妻 国 ⽂ 』 5 4 号 、 1 〜 2 1 ⾴ 、 2 0 2 3 年 3 ⽉ ）  

3 「「 寝 ね ぬ 朝 に 吹 く ⾵ 」 の 訪 れ ― ⼈ ⿇ 呂 歌 集 ⼆ ⼋ 五 ⼋

番 歌 の 特 質 ― 」（『 上 代 ⽂ 学 研 究 論 集 』 第 7 号 、 １ 〜 １

５ ⾴ 、 2 0 2 3 年 ３ ⽉ ）  

 

書 評  

1 和 ⽥ 明 美 著 『 古 代 ⽇ 本 語 と 万 葉 集 の 表 象 』 （ 汲 古 書 院  

2 0 2 2 年 3 ⽉ 1 0 ⽇  三 六 四 ⾴ ） 『 ⽇ 本 ⽂ 学 』 第 ７ ２ 巻 １

号 、 6 8 ・ 6 9 ⾴ 、 2 0 2 3 年 1 ⽉ ）  

 

注 釈  共 同  

1 「 『 古 事 記 』 注 釈 （ 三 ⼗ 五 ） ⼤ 年 神 の 系 譜 、 （ 三 ⼗

六 ） 葦 原 中 国 平 定 （ ⼀ ） 」 （ 『 國 學 院 ⼤ 學 研 究 開 発 推 進



機 構 紀 要 』 1 5 号 、 2 0 2 3 年 3 ⽉ 、 1 4 3 〜 3 1 5 ⾴ 、 指 導 教

員 ： ⾕ ⼝ 雅 博 、 参 加 者 ： 稲 ⾒ 知 華 ・ 孟 ⾦ 岳 ・ 梅 ⼭ 奈 都

海 ・ 菅 健 ⼀ 郎 ・ 村 井 優 ⾥ ・ 鈴 ⽊ 貴 ⼤ ・ ⼩ 野 寺 紗 英 ・ 藤 島

健 太 ・ 鶉 橋 ⾠ 也 ・ ⼩ 野 諒 ⺒ ・ 倉 住 薫 ）  

 

【 総 括 】  

 研 修 員 は 、 國 學 院 ⼤ 學 の ⾕ ⼝ 雅 博 教 授 の も と で 、 上 代

⽂ 学 に お け る 万 葉 集 の 位 置 づ け を 明 確 に す る た め 、 上 代

⽂ 学 の ⽂ 献 学 的 研 究 ⼿ 法 を 1 年 間 学 ん だ 。  

 【 研 修 内 容 ・ 成 果 】 の ① で は 、 古 事 記 ・ ⽇ 本 書 紀 ・ ⾵

⼟ 記 の ⽇ 本 神 話 の 解 釈 に あ た っ て 、 古 字 書 ・ ⽊ 簡 資 料 ・

漢 籍 ・ 仏 典 資 料 な ど の 古 典 籍 の 収 集 や 調 査 、 活 ⽤ ⽅ 法 を

学 ん だ 。 加 え て 、 上 代 の 散 ⽂ 作 品 全 体 を ⾒ 通 し た こ と

で 、 万 葉 集 に 詠 ま れ る ⽇ 本 神 話 を 相 対 的 に 捉 え 直 す 視 点

を 獲 得 す る こ と が で き た 。  

 ② で は 、 ⼤ 学 院 ⽣ や 若 ⼿ 研 究 者 と の 研 究 発 表 を 通 し

て 、 最 先 端 の 上 代 ⽂ 学 の 研 究 テ ー マ 、 研 究 ⽅ 法 を 学 ぶ こ

と が で き た 。 コ ロ ナ 禍 の 影 響 で 、 近 年 の 学 会 活 動 は ⼤ 部

分 が オ ン ラ イ ン で の 開 催 と な り 、 研 究 者 同 ⼠ の ⼈ 的 交 流

が 滞 っ て い た 。 研 修 期 間 中 は 、 対 ⾯ で 研 究 活 動 を ⾏ う こ



と が で き た た め 、 オ ン ラ イ ン で は 叶 わ な か っ た 細 や か な

議 論 を ⾏ う こ と が で き た 。 定 期 的 に 活 動 を 継 続 す る こ と

で 、 そ の 場 限 り で は な く 、 問 題 意 識 を 持 続 的 に 共 有 す る

こ と が 可 能 と な っ た 。 対 ⾯ で の 活 動 は 、 何 も の に も 代 え

が た い 知 的 刺 激 が あ り 、 研 究 は ⼀ ⼈ で は で き な い と 再 認

識 し た 期 間 で も あ る 。 今 回 交 流 し た 研 究 者 と と も に 、 研

究 会 を 続 け て い く 予 定 で あ る 。  

ま た 、 研 修 員 ⾃ ⾝ の 研 究 発 表 に お い て は 、 第 1 回 ⽬

は 万 葉 集 に お け る 「 ⾵ 」 の 表 現 性 に つ い て 考 察 、 第 2

回 ⽬ は ⼈ ⿇ 呂 歌 集 「 寄 物 陳 思 」 歌 の 「 橘 」 の 考 察 を ⾏ っ

た 。「 ⾵ 」 の 表 現 性 は 、 議 論 を 通 し て ⼈ ⿇ 呂 歌 集 「 寄 物

陳 思 」 歌 の 「 ⾵ 」 の 特 質 を ⾒ い だ し 、【 研 修 内 容 ・ 成

果 】 の ③ の 学 会 発 表 と 研 究 論 ⽂ へ と つ な が っ た 。「 橘 」

の 研 究 発 表 に よ っ て は 、 研 究 論 ⽂ の 執 筆 へ と つ な が っ

た 。  

 2 度 の 研 究 発 表 、 学 会 発 表 、 2 本 の 研 究 論 ⽂ 、 書 評 の

執 筆 を 通 し て 、 柿 本 ⼈ ⿇ 呂 歌 集 「 寄 物 陳 思 」 の 特 質 と い

う 新 た な 研 究 テ ー マ を ⾒ い だ す こ と が で き た 。 万 葉 集 に

お い て 思 い の あ り よ う を 「 物 」 に 寄 せ て 陳 べ る 「 寄 物 陳

思 」 は 、 ⼼ を 直 接 的 に 述 べ る 「 正 述 ⼼ 緒 」 と 対 ⽐ 的 な 表



現 様 式 で あ る 。 鈴 ⽊ ⽇ 出 男 に よ る 指 摘 の 〈 ⼼ 物 対 応 構

造 〉 に よ っ て 捉 え る こ と が で き る 表 現 様 式 で あ る （『 古

代 和 歌 史 論 』 東 京 ⼤ 学 出 版 会 ,  1 9 9 0 年 1 ⽉ ）。〈 思 〉 と

〈 物 〉 と の 対 応 に よ っ て 「 新 た な イ メ ー ジ 」 を 「 構 築 」

す る た め 、「 寄 物 陳 思 」 に お い て は 、 景 物 の 分 析 が 歌 の

解 釈 に と っ て 重 要 な 意 味 を も つ 。 研 究 テ ー マ と し た

「 ⾵ 」 の 歌 （ ⼆ ⼋ 五 ⼋ 番 歌 ） と 「 橘 」 の 歌 （ ⼆ 四 ⼋ 九 番

歌 ） は 、 両 者 と も 、 訓 読 が 定 ま っ て お ら ず 、 解 釈 も ⼀ 定

で は な か っ た 。 訓 読 の 決 定 に つ い て は 、 諸 写 本 の 性 質 と

古 代 の 助 詞 ・ 助 動 詞 の 法 則 を 理 解 す る こ と が 重 要 で あ っ

た た め 、【 研 修 内 容 ・ 成 果 】 の ① で の 知 識 と ④ の 書 評 を

執 筆 す る 際 に 学 ん だ 古 代 ⽂ 法 に つ い て の 知 識 が 役 ⽴ っ

た 。  

「 ⾵ 」 の 歌 は 従 来 、 ⼆ ⼈ の 過 去 の 逢 瀬 の 記 憶 を 歌 う 歌

で あ り 、「 橘 」 の 歌 は 、 ⼥ 性 が 男 性 に 恋 の 成 就 を 強 く 迫

っ た 歌 と 捉 え ら れ て い た 。 だ が 、「 ⾵ 」 と 「 橘 」 と の 分

析 か ら は 、「 ⾵ 」 の 歌 は 独 り 寝 の ま ま 迎 え た 朝 の 〈 今 〉

に ⼥ 性 と の 「 ⾵ 」 に よ る 逢 瀬 を 願 う 歌 で あ り 、「 橘 」 の

歌 は 不 安 定 な 恋 の 成 就 を 切 に 願 う ⼥ 性 の 歌 で あ る こ と が

明 ら か と な っ た 。 ⽬ に ⾒ え な い 「 ⾵ 」、 逢 瀬 の 場 と な る



「 橘 」 と い う 景 物 の 特 性 を 精 確 に 捉 え る と 、 歌 に は 新 た

な 解 釈 が ⽣ ま れ る の で あ る 。 ま た 、「 寄 物 陳 思 」 と 「 正

述 ⼼ 緒 」 は そ の 類 似 性 も 指 摘 さ れ る が 、 景 物 を 分 析 し た

と こ ろ 「 ⾵ 」 と 「 神 」 の み は 、「 寄 物 陳 思 」 に し か 詠 ま

れ な い こ と が 確 認 で き た 。「 ⾵ 」 と 「 神 」 は 、 詠 み ⼿ に

し か 認 識 で き な い 景 物 で あ る こ と が 共 通 し 、「 物 」 と

「 ⼼ 」 の 対 応 に つ い て ⽰ 唆 的 で あ る 。  

 こ う し た 景 物 の 分 析 を 積 み 重 ね る こ と で 、「 寄 物 陳

思 」 の 特 質 、 ま た 「 正 述 ⼼ 緒 」 と の 関 係 も 明 ら か に な る

だ ろ う 。 表 現 形 式 は 、 万 葉 集 の み な ら ず 、 和 歌 史 に お い

て も 重 要 な 視 点 で あ り 、 今 後 は 古 代 和 歌 全 般 を ⾒ 通 す 研

究 へ と つ な げ て い き た い 。  

 さ ら に 、 研 修 員 が 近 年 取 り 組 ん で い る ⼤ 妻 ⼥ ⼦ ⼤ 学 図

書 館 蔵 「 嫁 ⼊ 本 万 葉 集 」 の 研 究 も 進 め る こ と が で き た 。

【 研 修 内 容 ・ 成 果 】 ① で 学 ん だ 古 典 籍 に つ い て の 調 査 ⼿

法 を も と に 、 万 葉 集 の 写 本 研 究 や 江 ⼾ 期 に お け る 万 葉 集

の 受 容 の あ り ⽅ に つ い て の 視 座 を 得 る こ と が で き た 。 ⼤

妻 本 の 調 査 や 翻 刻 を さ ら に 進 め な が ら 、 万 葉 集 の 江 ⼾ 期

に お け る 受 容 に つ い て は 、 研 究 資 ⾦ を 獲 得 し 恒 常 的 に 研

究 を 続 け て い く こ と を ⽬ 指 し た い 。  



以 上 の よ う な 研 修 で 得 た 成 果 は 、 学 部 の 担 当 で あ る

「 上 代 ⽂ 学 講 義 」「 上 代 ⽂ 学 演 習 」「 卒 業 論 ⽂ ゼ ミ 」 な ど

に お い て も 、 最 先 端 の 研 究 状 況 や ⽅ 法 を 伝 え ⽣ か す こ と

が で き る と 考 え て い る 。  

  研 修 中 に 得 た 知 識 や 視 点 や ⼈ 的 交 流 を 、 今 後 の 研 究 活

動 に ⽣ か し 、 万 葉 集 研 究 の 発 展 に 寄 与 し て い き た い 。  

 

【 研 修 機 関 名 】 國 學 院 ⼤ 學 ⽂ 学 部 ・ 國 學 院 ⼤ 學 ⼤ 学 院 ⽂ 学

研 究 科 （ 東 京 都 渋 ⾕ 区 ）  

【 期 間 】 2 0 2 2 年 ４ ⽉ １ ⽇ 〜 2 0 2 3 年 ３ ⽉ 3 1 ⽇  

【 指 導 教 授 名 】 ⾕ ⼝  雅 博  


